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　平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果の報告と今後の取組について

　３．調査結果から明らかになった課題解決のための重点的な取組

　　　　①　教科に関する取組（全校で・学年で・学級で）

○授業の中に少人数での交流活動を多く取り入れ、自分の意見を発表したり話し合ったりする場を保障する。

○朝読書の取組を実施し、読書に慣れ親しむ習慣づくりを図る。

○宿題及び自主学習ノートの取組を充実させ、家庭での学習習慣づくりを図るとともに思考力・判断力・表現力の向上を図る。

　　　 　②　家庭生活習慣等に関する取組

○食育指導等を通して、充実した学校生活を送る上での「食の大切さ」、「朝食の重要性」について啓発を図る。

○生活リズムが崩れないように、スマホ、ゲームなどの使用について家庭でのルールを決めるよう生徒、保護者に周知する。

○学校からの様々な通信や懇談会等を通して、基本的な生活習慣や家庭学習の意義、取組について理解を図る。

　　　

全国平均正答率
との比較

英語
「聞く」「話す」ことに関しては正答率が高い問題もあるが、「書く」力に課題が見られる。文法
の知識、語彙の理解不足の傾向が見られる。

下回っている

                       戸 ノ 上  中  だ  よ  り
       「　挨　拶　」　「　返　事　」　「　姿　勢（立腰）」

文章理解に関する問題で、県平均を大きく下回っている。
文字で説明する問題は、無回答率が高くなる傾向がある。

下回っている

文章問題などの活用に関する問題の方が正答率が低い。
自分の考えや解き方の説明を記述する記述式の問題の無解答率が高い。

○学校の決まりを守ったり、いじめはどんな理由があってもいけないと考えたりするこ
とができるなど、規範意識の高い生徒が多い。
○地域の行事の参加率が高く、地域や社会への関心が高い傾向が見られる。
○自分のよいところを発見するという自尊感情の高低に個人差が見られる。学校行事
や学級活動、部活動等を通して、個々に応じた自己肯定感を高めていくことが必要
である。
○授業中に積極的に自分の意見を発表したり、話し合ったりすることが苦手な傾向が
見られる。
○全国平均に比べ家庭学習の時間が大幅に少なく、自分で計画を立てて学習する
等の学習習慣づくりを行う必要がある。
○本や新聞を読む習慣が少なく、読書等を通して文章に慣れ親しむ習慣づくりを行う
必要がある。

質問紙調査の結果分析

　第９号

　　  文部科学省による「全国学力・学習状況調査」については、平成３１年４月１８日（火）に、３年生を対象として、「教科（国語・数学・

   英語）」に関する調査」と「生徒質問紙調査」を実施いたしました。　

      この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。学校の現状を知っていただく

   とともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。

      なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。

   　本校では、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

１．教科に関する調査結果の概要

教科・区分

国語

数学

２．学校での学習活動、家庭での生活習慣等に関する調査結果の概要

下回っている

学力調査の分析（傾向や特徴）
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